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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はグルココルチコイド受容体をコードしており、グルココルチコイド応答遺伝子のプロモーター領域にあるグルココルチコイド応答配列に結合して転写を活性化する転写因子として、また他の転写因子の調節因子として機能します。この受容体は通常は細胞質に存在しますが、リガンド結合により核内へ移行します。標的組織における炎症反応、細胞増殖、分化に関与しています。この遺伝子の変異は、全般的なグルココルチコイド耐性と関連しています。
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GR（リン酸化Ser211）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GR（リン酸化Ser211）抗体を用いた、ヒートショック処理したHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ホスホGR（S211）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

